
市民の税負担と行政費

○　平成26年度で見た市民１人当たりの内訳

　　（平成26年度最終予算額　前年度からの繰越額を含み、次年度への繰越額を除く）

　市民の皆さんに負担していただいたお金（市税）と、それが使用された目的は、下表・

下グラフのとおりです。

　負担していただいたお金（市税）と実際に使われたお金との差は、国や県からの支出

金、地方交付税や市債などでまかなっています。

負担したお金（市税）の内訳

入ってきたお金（歳入）の内訳

※ 自主財源・・・・ 地方公共団体が自主的に収入することができる財源。

地方税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、

寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

依存財源・・・・ 国または県の意思により定められた額を交付されたり、割り

当てられたりする収入。

地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債、地方消費税交付金、

地方特例交付金など

15,635円

16,215円

173,702円

固定資産税

市民税

都市計画税

その他

１人当たり

74,667円

67,185円

総額

333億1100万円

299億7300万円

69億7500万円

72億3400万円

774億9300万円

１人当たり 総額

合計

市税 173,702円 774億9300万円

その他自主財源 47,704円 212億8200万円

その他依存財源 16,034円 71億5300万円

合計 448,709円 2001億8000万円

国・県支出金 122,327円 545億7300万円

地方交付税 31,998円 142億7500万円

市債 56,944円 254億0400万円

１人当たり 173,702円（１世帯当たり 364,219円）

市民税 38.7%

都市計画税
9.0%

その他 9.3% 固定資産税
43.0%

１人当たり 448,709円（１世帯当たり 940,851円）

その他自主財
源 10.6%

国・県支出金
27.3%

市債 12.7%

その他依存財
源 3.6%

市税 38.7%

地方交付税
7.1%



使われたお金（歳出）の内訳

2001億8000万円

198億1700万円

938億9500万円

269億0400万円

１人当たり 主な内容総額

衛生費 31,554円

民生費 210,468円

公債費 60,306円

232億9200万円

140億7700万円

118億1600万円

103億7900万円

合計 448,709円

教育費 52,210円

総務費 26,486円

その他 23,265円

土木費 44,420円

高齢者、障害者（児）、児童福祉の向上や生活保護など

市債の返済

道路や公園、市営住宅の整備・維持管理など

学校・幼稚園の施設整備や図書館の運営など

保健所の運営、ごみの収集処理など

市行政全般の管理事務や徴税、戸籍、選挙事務など

産業振興や消防など

１人当たり 448,708円（１世帯当たり 940,850円）

公債費 13.4%

教育費 11.6%

土木費 9.9%

その他 5.2%

衛生費 7.0% 民生費 47.0%

総務費 5.9%


